
学年 1

単位数 4

教科名 国語 科目名 国語総合

使
用
教
科
書

『国語総合　現代文編』大修
館書店
『国語総合　古典編』大修館
書店

使
用
副
教
材

『最新国語便覧　巻頭増補版』浜島書店
『Key&Point古文単語330　三訂版』いいずな書店／『八訂版
読解を大切にする体系古典文法』『準拠ノート』数研出版／
『必携新明説漢文』『必携新明説漢文ノート』尚文出版／教
科書準拠 学習課題ノート

科
目
の
概
要

高校国語学習の基盤となる内容を学ぶ。現代

文の領域では、読解の基礎を学ぶことを基本と

する。随想・評論では、文章構成を理解すること

によって論理的思考を養う。小説では、作家の

特徴的な文体に触れ、登場人物の心理を探求

することを通じて心情を豊かにし、感性を磨くこ

とに役立てる。また、様々な分野の文章を読む

ことを通じて語彙を豊かにし、表現力や創造力

を養う。古典の領域では、古典への関心や理解

を深めることを主眼にする。古文単語・古典文

法・漢文訓読・漢文句形を学ぶことから、より発

展的な読解力を習得する。

授
業
の
内
容

【１学期】

　現代文の領域（随想、評論、小説）

　古典の領域（古文入門、古典文法、用言、説

話文学）

	

【２学期】

　現代文の領域（俳句・短歌、小説、評論）

　古典の領域（随筆文学、故事成語、古典文法・

助動詞、漢文訓読）

【３学期】

　現代文の領域（小説）

　古典の領域（歌物語、漢文句形）

年間を通して、漢字学習と読書活動に取り組

む。

評
価
の
観
点

現代文の領域としては、各教材を精読

し、理解する力、読解のための語彙力を

含む。古典の領域としては、古語の語彙

力、古典文法の理解、漢文訓読のため

の句法の理解を含む。学習者には与えら

れた課題に取り組むこと、提出物は期日

通りの提出をもとめる。

評
価
の
方
法

定期考査　７割、平常点　３割を原則と

し、平常点はノート、授業態度、学習意

欲、家庭学習の提出物、小テスト、自己

評価などで総合的に判断する。

学
習
方
法

各単元の文章の精読。予習としての、語

彙の学習や古典のノート作りをしっかりと

行う。古文単語については通年で単語テ

ストを実施。定期的にリフレクション（振り

返り）シートの記入を行い、自分の学習

到達度を把握し、授業者との双方向のや

り取りにつなげる。

備
考

模試の時期に合わせて適宜問題演習を

行う。

年度

レーン

　　スーパー特進レーン理系　　　スーパー特進レーン文系　 　教育特進レーン 　　

     アドバンス英語レーン　　　　　　　　　　　　看護栄養レーン

　　国際観光レーン　　　食物調理製菓レーン　　　総合進学レーン 

　　キャリア特進コース　　　幼児教育コース　　　 看護医療進学コース

　　キャリア進学コース　　　スポーツコース　　　　音楽コース

　　アート・イラスト・アニメーションコース　　　特進コース　　　総合キャリアコース

学科

コース

美術科普通科2021



学年 1

単位数 4

教科名 国語 科目名 国語総合

使
用
教
科
書

『国語総合　現代文編』大修
館書店
『国語総合　古典編』大修館
書店

使
用
副
教
材

『最新国語便覧　巻頭増補版』浜島書店
『基礎からのジャンプアップノート 古典文法・演習ドリル 改
訂版』旺文社
『実践文字力　トリプルチェック』尚文出版（看護コースのみ）
教科書準拠 学習課題ノート

科
目
の
概
要

高校国語学習の基盤となる内容を学ぶ。

現代文の領域では、読解の基礎を学ぶことを基

本とする。随想・評論では文章構成を理解する

ことによって論理的思考を培う。小説では、作家

の特徴的な文体に触れ、登場人物の心理を探

求することを通じて心情を豊かにし、感性を磨く

ことに役立てる。

古典の領域では、古典への関心や理解を深め

ることを主眼にする。そのために平易な文を用

いて古典文法・漢文訓読の基礎を学ぶ。

国語基礎の学習内容を意識しながら発展的な

学習となることを目指す。

授
業
の
内
容

【１学期】

　現代文の領域（随想、評論、小説）

　古典の領域（古文入門、古典文法・用言、説話

文学）

	

【２学期】

　現代文の領域（俳句・短歌、小説、評論）

　古典の領域（随筆文学、故事成語、漢文訓読）

　

【３学期】

　現代文の領域（小説）

　古典の領域（古典文法・助動詞、歌物語）

年間を通して、漢字学習と読書活動に取り組

む。

評
価
の
観
点

現代文の領域としては各教材を精読し、

理解する力、読解のための語彙力を含

む。古典の領域としては古語の語彙力、

古典文法の理解、漢文訓読のための句

法の理解を含む。学習者には課題に意

欲的に取り組むこと、提出物は全て提出

することを強く求める。

評
価
の
方
法

定期考査　７割、平常点　３割を原則と

し、平常点はノート、授業態度、学習意

欲、家庭学習の提出物、小テスト、自己

評価などで総合的に判断する。

学
習
方
法

各単元の文章の精読。予習としての、語

彙の学習や古典のノート作りをしっかりと

行う。アクティブラーニング型授業として

は、グループで文章を読解する活動、物

語の続きを創造する活動、それらを発表

する活動などアウトプット重視の活動を

する。授業後、教科書準拠学習課題ノー

トで再度内容の確認をする。

備
考

漢字検定の全員受検に向けて、適宜検

定対策を取り入れる。

年度

レーン

　　スーパー特進レーン理系　　　スーパー特進レーン文系　 　教育特進レーン 　　

     アドバンス英語レーン　　　　　　　　　　　　看護栄養レーン

　　国際観光レーン　　　食物調理製菓レーン　　　総合進学レーン 

　　キャリア特進コース　　　幼児教育コース　　　 看護医療進学コース

　　キャリア進学コース　　　スポーツコース　　　　音楽コース

　　アート・イラスト・アニメーションコース　　　特進コース　　　総合キャリアコース

学科

コース

美術科普通科2021


